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中
国
の
第
二
回
の
普
遍
的
定
期
審
査
（
Ｕ
Ｐ
Ｒ
）
は
、

二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
二
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
報
告
者
グ
ル
ー

プ
（
ト
ロ
イ
カ
）
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
シ
ェ
ラ
レ
オ
ネ
及
び
ア

ラ
ブ
首
長
国
連
邦
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
回
の
審
査
と
同

様
に
、
事
前
質
問
は
、
欧
米
諸
国
を
中
心
に
一
六
カ
国
に
よ
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
国
は
、
国
際
人
権
規
約
社
会
権
規
約
の
締
約
国
で
す
が
、

自
由
権
規
約
の
締
約
国
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
中
国

で
は
表
現
の
自
由
や
報
道
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
が
、
現
在
、
日
本
を
含
め
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
っ

て
い
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
を
も
た
ら
す
事
態
に
発
展
し

ま
し
た
。昨
年（
二
〇
一
九
年
）一
二
月
三
〇
日
に「
微
信（
ウ
ィ
ー

チ
ャ
ッ
ト
）」
に
、「
武
漢
の
海
鮮
市
場
で
七
件
の
重
症
急
性
呼

吸
器
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
に
似
た
肺
炎
が
確
認
さ
れ
た
」
と

書
き
込
み
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
李
文
亮
医
師
は
、
武
漢
市
公
安
当

局
に
よ
り
、
真
実
で
な
い
書
き
込
み
を
し
た
と
し
て
、「
治
安
管

理
処
罰
法
」
に
違
反
し
た
と
し
て
処
罰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
武
漢
当
局
や
中
国
政
府
の
初
期
対
応
の
遅
れ
が
、

本
稿
を
執
筆
し
て
い
る
時
点
で
、
中
国
の
感
染
者
数

八
万
一
二
八
五
人
、
死
亡
者
三
二
八
七
人
を
招
く
事
態
と
な
り

ま
し
た
、
残
念
な
が
ら
、
告
発
し
た
李
医
師
は
二
〇
二
〇
年
二

月
七
日
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
死
亡
し
ま
し
た
。
つ
い

に
習
近
平
政
権
は
、
二
月
二
三
日
に
、「
今
回
の
感
染
拡
大
は
、

建
国
以
来
の
重
大
な
公
衆
衛
生
事
件
で
あ
り
、
中
国
に
と
っ
て

危
機
で
あ
る
と
同
時
に
大
き
な
試
練
で
あ
る
」
と
述
べ
、
翌

二
四
日
に
は
全
人
代
の
延
期
と
い
う
異
例
の
決
定
に
追
い
込
ま

れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
事
態
に
接
す
る
と
、
社
会
に
お
い
て
「
表

現
の
自
由
」
が
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
人
の
命
を
救
う
こ

と
に
直
結
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
す
。

中
国
の
第
二
回
Ｕ
Ｐ
Ｒ
で
、
こ
う
し
た
表
現
の
自
由
を
は
じ

め
、
思
想
、
良
心
及
び
宗
教
の
自
由
、
集
会
・
結
社
の
自
由
を

保
障
し
た
自
由
権
規
約
を
批
准
す
る
よ
う
に
と
事
前
質
問
で
触

れ
て
い
た
の
が
、
豪
州
、
ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ベ
ル
ギ
ー
、

カ
ナ
ダ
、
チ
ェ
コ
で
し
た
。
た
だ
、
こ
の
事
前
質
問
の
段
階
で
、

第
一
回
Ｕ
Ｐ
Ｒ
と
は
異
な
る
現
象
も
み
ら
れ
ま
し
た
。
自
由
権

世
界
の
人
権
は
い
ま

　

― 

普
遍
的
定
期
審
査
の
現
場
か
ら 

―
（
そ
の
十
二
）
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の
問
題
で
中
国
と
同
様
に
非
難
さ
れ
る
国
（
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ

シ
ュ
、
キ
ュ
ー
バ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
が
事
前
質

問
を
行
っ
た
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
国
が
取
り
上

げ
た
問
題
は
、
欧
米
諸
国
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
は
マ
カ
オ
特
別
行
政
区
委

員
の
人
々
へ
の
対
応
を
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
香
港
特
別
行
政
区
に

お
け
る
障
害
者
の
政
治
参
加
や
雇
用
に
つ
き
平
等
な
権
利
を
確

保
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
措
置
に
つ
い
て
、
キ
ュ
ー
バ
は
発
展

の
権
利
の
促
進
及
び
実
現
の
達
成
に
つ
い
て
、
そ
し
て
ス
リ
ラ

ン
カ
は
途
上
国
へ
の
発
展
の
権
利
の
促
進
や
食
料
の
安
全
へ
の

援
助
に
つ
い
て
事
前
質
問
を
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
人
権

問
題
に
つ
い
て
国
際
的
な
非
難
を
受
け
て
い
る
諸
国
が
親
中
的

な
発
言
を
多
く
行
う
こ
と
で
、
中
国
に
お
け
る
主
要
な
人
権
問

題
が
埋
没
し
か
ね
な
い
と
い
う
傾
向
が
、
残
念
な
が
ら
Ｕ
Ｐ
Ｒ

で
生
じ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

二
一
世
紀
に
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ワ
ー
と
し
て
成
長
し
て
い
る
中

国
は
、
国
家
資
本
主
義
と
も
呼
ぶ
べ
き
経
済
政
策
に
よ
り
、
一

説
に
は
二
〇
三
〇
年
に
は
そ
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
、

米
国
と
並
ぶ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で
の

米
国
が
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
自
由
の
国
か
と
い
え
ば
や
や
疑

問
も
あ
り
ま
す
が
、
と
も
に
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ワ
ー
で
あ
る
米
国

が
自
由
権
を
強
調
し
たindividual capitalism

で
あ
る
の
に

対
し
、
中
国
は
社
会
権
を
強
調
し
たstate capitalism

と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
途
上
国
に
と
っ
て
は
、
二
つ
の
発
展
モ
デ
ル
が
存

在
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
つ
は
、
米
国
や
Ｅ
Ｕ
に
代
表
さ

れ
る
欧
米
型
の
自
由
権
を
強
調
す
る
「
教
化
主
義
的
モ
デ
ル
」

で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
か
つ
て
の
冷
戦
時
代
の
社
会
主
義
国
モ

デ
ル
に
取
っ
て
代
わ
る
中
国
モ
デ
ル
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

中
国
は
、
第
一
回
Ｕ
Ｐ
Ｒ
の
政
府
報
告
書
の
中
で
、
人
権
に
関

す
る
中
国
の
基
本
的
立
場
と
し
て
、「
政
治
体
制
、
発
展
の
度
合

い
、
歴
史
的
背
景
の
違
い
を
考
え
れ
ば
、
各
国
が
人
権
問
題
に

つ
い
て
異
な
る
見
解
を
も
つ
の
は
当
然
だ
」
と
述
べ
て
い
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
人
権
の
普
遍
性
を
否
定
し
て
い
ま
し
た
。

中
国
の
主
張
は
、
発
展
段
階
の
相
違
や
文
化
相
対
主
義
を
理

由
に
、
民
主
主
義
や
法
の
支
配
、
あ
る
い
は
人
権
の
尊
重
に
反

対
す
る
立
場
と
も
い
え
ま
す
。
そ
れ
は
、
一
九
九
三
年
の
第
二

回
世
界
人
権
会
議
の
折
に
主
張
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
的
人
権
観
」

に
も
通
底
す
る
問
題
で
す
が
、
人
権
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
さ

ら
に
深
刻
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
経
済
的
に
は
成
功
す
る
発
展
モ

デ
ル
を
中
国
が
示
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
う
し
た
中
国
の
第

二
回
Ｕ
Ｐ
Ｒ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
回
検
討
し
ま
す
。


